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整地法を異にした場合の水稲の生育に就いて
太
Masanori TSUCHIYA & Toshio (JTA On the Growth of 
Rice-Plants inぬeCase of Different Tillage. 
雄村敏田位*. 功屋士
言
昭和25年度の試験的に続いて，動力耕転機と和隼に依る整地を行い，整地方法を具にし
た場合の水揺生育並に牧量に就いて調査した.此の試験は水稲の労佑生産性を高める目的
で行ったもりで， 動力耕転機を使用する事に依り， 春作業の労力ピークを軽減し， 趨期作
業を有利に行わしめるものでるる.猶昨年度の不備な点を極力改めるように努めた.
種々御指導を受けた君主谷教授，竹島助教授に厚く感謝の意を表する.
(2) 試
緒
???
1) 4区式4区制(1区1反歩) に依り第1図の如く圃場割当を行った.
1区・ 2区・…・ 保温折衷古代苗
3区・ 4区-…・・普通苗代苗
2)堆肥は耕転前全面撤布を行い
反当 250貫を施した.
3)使用機は次の通りである.
官{グリー型久保田式
クランク型 秋山式
第 1図( )内債瀬式
1 スグリユー型古川式
馬耕 高北式双用惣
4)耕深は各区共， 4寸 (12cm)
を標準とした.
5)整地法並に反当所要労力
動力耕転機区… -耕転 ・潅水・
防草砕土・型付…約 1.5時間
馬耕区一一一荒起・ 砕土 ・切返し
・潅水・代掻 ・防車砕土 ・型
付・・・・・・約10時間
註防草砕土とは，防車機に依る
作業である.
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*農業工学研究室 (Laboratoryof Agricultural Engine.ering Faculty of AgricuJture) 
紳附属農場 (Exp.Farm， Facully of Agriculture) 
1)土屋功佼:動力耕転機撃に依る水周緋転の諸問題(山形大学杷要農学第1号}
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6) 田植作業株間， 7.5寸><8.5寸にし， i株 3本宛移植した.猶此の作業には，熟練
農夫があたった.
7)品種尾花沢1号(早生種)
(3)水田作業日誌
4月24日 堆肥全面撤布(反当 250貫j 6月10日第 I回除幕
4月27日 動力耕転機主主にま裂に依る耕起 6月18日 第2回除草
う月 3日 昨土・切替し 6月26臼第3図除幕
5月20日 金肥撒布{反当硫安4覧 500，~盈 7月16日第4回除草(止草}
石4貫，塩加3貫) 温肥硫安反当 1-賞
F月21日海水 (8月 B日出穂)
5月22日代掻 9月 4日野刈
5月23日 間植(保温折衷苗代苗) 9月8日 島全刈
5月29日 田植{普通商代首)
(4)水稲生育調査
各区共 6月2日より 15日置きに調査し，各k15株測定値の2f均を求めた. 之等C結果
を第1表に示す.第2表はi放穫時の成績を示したものである.
A=ロータリー型 B=クランク型
c=スクリユー型 D=馬耕
第 l表水稲の生育成績草丈車位 CIU
区 II ~ 巨 11 4 区 !平均
草丈|茎数 i耽|茎数 |草列強瓦再 会草丈 茎数
一一一 一
A 33.1 9.9 方雪.9 33.3 8.8 34.1 9.1 
B 34.号 8.3 30.7 9.01 34.0 34.6 7.0 33.4 7.7 
C 36.6 7.9 31.8 8.61 34.3 34.9 8.7 34.4 8.1 
D 31.7 8.3 34.5 9.3 一一 34.9 6.8 33.7 8.1 
A 39.8 17.9 41.9 18.01 42.81 I q 39.8 15.0 41.1 16.0 
B 39.8 13.6 38.6 39.1 14.8 39.6 15.0 
C 42.8 38.9 38.0 14.4 39.4 14.4 
D 37.7 12.8 4:>.3 38.9 13.2 39、O 13.6 
A 19.3 57.2 58.41 19.1; 563 ~?'~ I 56.9 20.2 B 18.9 57.4 56.21 20.0: 59.4 57.2 20.9 
C 56‘4 18.6 <;6.7 54.31 19.6 59.2 19.8 56.7 19.8 
D 49.0 17.4 5o.7 -一一 -ー-・1 56.8 19.9 54.呈 19.2 
A 72.6 19.7 73.1 69.01 19.2， 68.ヲ 20.1 80.8 19.9 
B 72.9 19.ラ 72.9 678! 19.6 70.5 22.3 71.0 21.3 
C 72.8 18.8 72.1 68.ラ 1ヲ.9， 73.4 21.9 71.7 20.4 
D 67.9 17.8 70.1 21.0 一 一 68.5 20.8 68.8 19，9 
A 
1 7J468O3引刊U A 9 3 4
20.6 89.8 18.8 90.5 20.5 90.4 19.2 
B 90.4 8.41 2.1 19.8 90.日 19.♀1 95.2 22.3 92.1 19.9 
C 17.61 91.0 18.9 91.3 19刊 97.4 21.4 92.5 19.3 
D 85.6 16.81 90.5 17.2 92.7 89.6 18.3 
8月15日の茎数は穏数を示す
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(5) 牧量調査
坪刈を行い，適宜乾燥させた後股穀し，更に籾摺機に掛けて，玄米としてから調査を行
った.従って昨年度の棋換算の数債に較べれば相当E確な値と言い得るが，各資料の坪量
時の水分合有量が異るので，之等主13%の水分合存量に換算し直して比較する事にした-
F牧量は重量を基準にして，石数は参考値の意味で升 1500gとして算出した{直を示した
ものである.
第 2表牧盛時の生育成績 (9月 5日)
A 19.2 |γ閣ナ18111B 叫851「…8182.5115.3119.2118ー|担3 割 71 15.1 19.9 C 84.61 14.8117.611 84.81 14.9以83.1115.1119.41187.9114.3121.41 85.1 附 19.3 
D 83.01 14.1116.818').01 1口 17.2 一一-!l84.2i1ラモ0120.91 84.11 H.9 18.3 
第3表牧量比較成績 (水分13%に換算)
区 I2 区 I4 区 平 均 |反当誼
ロータリー型Z麹 L1I 1280 g 1mE i 1417 g 409.k2 g 
グラ〆y グ 1358 1343 1342 1483 1382 414.6 
スグリユー型 1317 1337 1388 1446 1372 411.6 
馬耕 1266 1347 (1344) 1418 1344 403.2 
)内グラング型，康瀬式
第4表反当 l段差 (車位石)
区 1 2 区 i3 区 I4 区 2jS 均
ロータリ一理j 2.84 明| 2.83 2.73 
グラング型 2.71 2.6。 2.68 2.96 2.76 
スグリユー 現区! 2.63 2.67 2.78 2.89 2.74 
馬耕 2.53 2.69 (2;691 2.84 2.69 
(6) 考 察
昨年の試験では，田植作業の難易，雑草の生育量，地温等に就いても調査したが，夫等
Fには著しい差達も認められなかったので，今回の試験には取り上げなかった.事実砂壌土
程度では，耕転機にて耕転した後，潅水し，防享機を使用する王室に依り，田植作業に支障
のたい整地は，十分に行われて問題はないが， :lJ宣壌土ぐらいになれば，耕転後の乾燥状態
如何に依って，此の様た簡易な方式が採用し得るかどうかは疑問である.(但しロータリー
型は全然心配たいものと思われる)
生育調査比重調査む結果から知られる事は，動力耕転機を使用する事に依り，田植前
の整地温業を， 1.5時間で処理した場合と，従来の馬耕の方法で， 10時間要した場合とで
その成績に殆んど差のない事である.各区共動力耕転機区が多少の増牧を示した事は，今
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後数年間の試験を繰り返して，始めてマ決定的な事を云い得るにしろ，整地作業の内容を極
度に簡略にしても，その牧量に大差がない結果となった事は，注目すべき事である・之は
昨年度の試験結果とほぼ同様であって，その原因としては，従来の代掻作業が，必要以と
に丁寧であり，其の矯に折角の土壌構造を悪くして居る事等が考えられる.
猶 1区及び2区は，保温折衷苗代苗を使用したが段量が 3区4区より若干低いのは，
平生の尾花沢1号を保温折衷苗代で養成するととの不適か，或は固場。地力の差と考えら
れる.4区は特に良い成績であった
ヲたにクランク型は， 第 1及び第2表より分る様に， 初めの生育はf也に劣るが，逐次回復
し， 絵、平均に於て，最良の成績を示して居るー之は耕転の土塊が他の型式より大きい震，
活着不良等の影響と見られ，後半期に於ては，適当な閤粒組織を維持している震の好影響
の結果と思われる.
(7)摘要
因植前の水田整地作業を，動力耕転機に依り簡略化し?と場合と，従来の馬転の方法とでp
水稲の生育並にl投量にどんな影響があるかを調査した結果， ヨたの様主主成績を得た.
1)作業時聞は，動力耕転機区で約 1.5時間，馬耕区は従来の方法で， 10時間を要した.
2) 生育， J段量とも，作業内容の大差に拘ら十，動力耕転機区が却って多少の増牧を示
し，全般的には殆んど影響のない成績であった.
3) 耕転機の中セは，砕土が荒いクランク型が，始めの生育を若干阻止したが， 最後に
は此の区が一番良い成績を示した.とれには整地作業の砕土の程度が原因しているものと
思われる.
4) 之等の成績に依り，田植前の整地作業は，従来の方法より，更に合理的に簡略化し
ても良い事が知られる.
Summary 
The tiIlage works of fields hefore ricetransplauting were done in the following 
methods. 
The one was by the combina七iouof motor tillers and new designpd weerlers (hour 
for works 1.5 per 1/10 ha.)， and七he0むherwas by. the combiuation of plowing， 
harrowing，“Shirokaki" etc. (10 hours). 
'Vith 4 plots of uifferent kinds of tillage， We observed experimentally tbe growth 
andぬeyields of rice-plants， and we had the following results : 
1) The amount of the growth and the yields were nealy equal in aU plots， but a 
litle better inぬeplots of motor tilers. 
2) Fromも，heresults as above staもed，the tillage works ordinarily done hitherto should 
be improved more simply and rcasonably. 
3) It is necessary to take a mindぬa七haτrowingof soil should be modera比
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